
まほろば

生命と人権を尊重し、良質かつ適切な医療を行います。
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※ 学会、出張などにより担当医師が替わる場合があります。※ 学会、出張などにより担当医師が替わる場合があります。

※ セカンドオピニオン外来は第２・第４木曜日の１４時～１６時です。※ セカンドオピニオン外来は第２・第４木曜日の１４時～１６時です。

※ 循環器内科、石田医師の診察は１３時～１６時です。※ 循環器内科、石田医師の診察は１３時～１６時です。

※ 小児科の午前診療受付は１０時３０分までとなります。※ 小児科の午前診療受付は１０時３０分までとなります。

※ 大熊医師の診察は１４時～１６時です。※ 大熊医師の診察は１４時～１６時です。

※ 産褥健診は１１時３０分～１２時です。※ 産褥健診は１１時３０分～１２時です。

※ 眼科の診察は９時３０分からとなります。※ 眼科の診察は９時３０分からとなります。

〒036-8545　弘前市大字富野町１番地
ＴＥＬ０１７２－３２－４３１１
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お知らせ

患者相談窓口

編集委員会より

『患者相談室』のＭＳＷ(メディカルソーシャルワーカー)が対応していますので、お気軽にお尋ね下さい。

　当院の広報誌『まほろば』は、地域に信頼され、納得の医療で地域に貢献しつつ、地域と協働して歩む病院

づくりを目指し、地域の方々を対象に編集しております。皆さまから病院に対して『不安なことや不満足な

こと』『ご批判やご指摘』また、『お褒めのことば』を職員一同お待ちしております。
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HirosakiGeneral MedicalCenter
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月
加 藤 　 武
渋 谷 剛 一
和 島 将 太
手 術 ／ 検 査
亀 山 悠 子
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人
気 管 支 鏡
松 木 明 彦
五十嵐　崇　徳
澤 谷 　 学

石 黒 　 陽
樋 口 直 樹
前 田 紘 子
相 原 智 之
高 橋 一 徳
中 野 咲 季

石 黒 彩 子
石黒彩子/前田紘子
山 口 公 平
間 山 　 恒
村 上 　 宏
村 上 　 洋
敦 賀 和 志
岡 本 　 剛
藤 岡 彩 夏
敦 賀 和 志
佐藤　啓/千葉智子
藤岡彩夏/小原玲音
柴 田 　 滋
小笠原　宏　一
對馬敬夫/畑中　亮
小田桐　弘　毅
鈴 木 貴 弘
横 井 克 憲
引 地 浩 基
大 熊 洋 揮
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
小 西 　 栄

検 査

横 田 　 恵
當 麻 絢 子
杉 本 里 奈
手術/ 1 2週妊娠健診
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
清水目　奈　美
内 視 鏡 外 来
岩 崎 宏 貴
田名部　貴　博
中 村 吉 秀
陳 　 俊 輔

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

佐々木　幸　雄
佐々木幸雄/藤田環/坂下仁菜
佐々木幸雄/藤田環/坂下仁菜

和 島 将 太
木 村 嘉 宏

手 術 ／ 検 査

石 岡 佳 子
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人
　 － 　
相 原 智 之
五十嵐　崇　徳
高橋一徳/中野咲季

石 黒 　 陽
五十嵐　正　美
五十嵐　正　美
澤 谷 　 学

中 野 咲 季
樋 口 直 樹
松 木 明 彦
石 黒 彩 子
石 黒 彩 子
間 山 　 恒
山 口 公 平
村 上 　 宏
村 上 　 洋
佐 藤 　 工
千 葉 智 子
小 原 玲 音
佐 藤 　 工
野村由美子/敦賀和志
佐藤　啓/岡本　剛/小原玲音
赤 坂 治 枝
堤 　 伸 二
對馬敬夫/畑中　亮
小田桐　弘　毅
鈴 木 貴 弘
　 － 　
清 野 祐 輔
　 － 　
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
検 査

岩 村 大 径
小 西 　 栄
當 麻 絢 子
丹 藤 伴 江

手術/超音波外来/婦人科健診外来
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
清水目　奈　美
嚥下内視鏡外来
秋 元 博 之
田名部　貴　博
中 村 吉 秀
陳 　 俊 輔

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

佐々木　幸　雄
佐々木幸雄/藤田環/坂下仁菜
佐々木幸雄 / 藤田環

加 藤 　 武
和 島 将 太

手 術 ／ 検 査
亀 山 悠 子
中 川 英 之

下　山　亜矢子
田 中 佳 人
気 管 支 鏡
相 原 智 之
松 木 明 彦
澤 谷 　 学

高 橋 一 徳
五十嵐　正　美
五十嵐　正　美

五十嵐　崇　徳
中 野 咲 季
樋 口 直 樹

石 黒 　 陽
前 田 紘 子

間 山 　 恒
村 上 　 宏
村 上 　 洋
敦 賀 和 志
佐 藤 　 啓
千 葉 智 子

柴 田 　 滋
堤 　 伸 二
　 － 　
小田桐　弘　毅
鈴 木 貴 弘
横 井 克 憲
　 － 　
木 村 正 英
　 － 　
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査

手 術

杉 本 里 奈
丹 藤 伴 江
門ノ沢　結　花
手 術 / 検 査
手 術
手 術

秋 元 博 之
福 徳 達 宏
岩 崎 宏 貴
陳 　 俊 輔

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

佐々木幸雄 / 川口英夫（午後）
佐々木幸雄/藤田環/坂下仁菜
佐々木幸雄 / 藤田環
杉　本　菜穂子

加 藤 　 武
木 村 嘉 宏

手 術 ／ 検 査
亀 山 悠 子
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子

　 － 　
松 木 明 彦
五十嵐　崇　徳
高 橋 一 徳

石 黒 　 陽
中 野 咲 季
前 田 紘 子
相 原 智 之
澤谷　学（午後）

樋 口 直 樹
飯　野　　　勢
石 黒 彩 子
石黒彩子/前田紘子
間 山 　 恒
山 口 公 平
村 上 　 宏
村 上 　 洋
佐 藤 　 工
岡 本 　 剛
小 原 玲 音
杉 本 和 彦
伊東竜也/品川友江
敦賀和志/千葉智子/藤岡彩夏
赤 坂 治 枝
小笠原　宏　一
對馬敬夫/畑中　亮
小田桐　弘　毅
鈴 木 貴 弘
横 井 克 憲
清 野 祐 輔
　 － 　
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
検 査

小 西 　 栄
岩 村 大 径

妊 婦 健 診

蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
長 岐 孝 彦
ＣＰＡＰ外来（第1・3週）
若 本 　 諒
福 徳 達 宏
中 村 吉 秀

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐
小林　恒（隔週）
佐々木　幸　雄
佐々木幸雄/藤田環/坂下仁菜
佐々木幸雄 / 坂下仁菜

佐 藤 　 温

花 田 賢 二
木 村 嘉 宏

手 術 ／ 検 査
亀 山 悠 子
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人
　 － 　
相 原 智 之
松 木 明 彦
樋 口 直 樹
高畑武功（隔週）
石 黒 　 陽
五十嵐　正　美
五十嵐　正　美
澤 谷 　 学
五十嵐　崇　徳

高 橋 一 徳
山　口　佐都子
石 黒 彩 子
中野咲季/石黒彩子
山 口 公 平
　 － 　
村 上 　 宏
村 上 　 洋
杉 本 和 彦
佐 藤 　 啓
藤 岡 彩 夏
佐 藤 　 啓
品 川 友 江

柴 田 　 滋
梅 津 誠 子
對馬敬夫/畑中　亮
小田桐　弘　毅
鈴 木 貴 弘
横 井 克 憲
清 野 祐 輔
大 熊 洋 揮
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
岩 村 大 径

検 査

横 田 　 恵
門ノ沢　結　花

手 術
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
清水目　奈　美
嚥下内視鏡外来
秋 元 博 之
福 徳 達 宏
若 本 　 諒
岩 崎 宏 貴
藤田彩香（午後）
手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

佐々木幸雄 / 川口英夫（午後）
佐々木幸雄/藤田環/坂下仁菜
佐々木幸雄 / 坂下仁菜

火 水 木 金診 療 科
循 環 器 内 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

血 液 内 科

小 児 科

消 化 器 外 科

乳 腺 外 科
呼 吸 器 外 科

形 成 外 科
脳 神 経 内 科

眼 科

救 急 科

脳 神 経 外 科

糖尿病・内分泌内科

区 分
午 前

午 後
午 前

検 査

午 後

内視鏡

皮 膚 科

泌 尿 器 科

産 婦 人 科

耳 鼻 咽 喉 科

歯 科 口 腔 外 科

特殊外来（予約）

放 射 線 科

整 形 外 科 ・
リハビリテーション科

超音波
午 前
午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 後
午 前

午 後
午 前

午 前

午 前

午 前

治 療
診断（午前）

女性専用外来
セカンドオピニオン

診断（午後）

リハビリテーション科

午 前

午 後

午 後

午 後

午 後

午 後

　４月７日、本校講堂において７０回生の入学式が挙行

されました。今年の式典は、入学生と保護者 1名、学校長、

事務部長、看護部長、学校職員の出席で執り行いました。

　学校長 大熊洋揮先生からは、「看護師を目指した時の

心を持ち続ければどんな困難にも打ち勝つこと、人の命

を救う職業に就くことを夢に描いて看護師の道を志望し

たこと、それは自己犠牲を厭わず人の役に立ちたいとい

う人間として最も崇高な心であること、その心を維持す

る限りどのような迷いも逡巡も惰性も怠慢も無縁なもの

として歩むことができる」とお言葉をいただきました。不安と希望を胸に入学してきた学生達にとって前

に進む大きな力になったと感じました。

　今年の入学生からカリキュラムが改正になりました。今の医療を取り巻く状況を反映し、臨床判断や

ＩＣＴ、地域で看護を実践する能力が求められています。また病院はこの４月、地域の中核病院である弘

前総合医療センターとして開院し大きな役割を担い期待されています。地域医療に貢献できるよう尽力し

ていきたいと思っています。

　今年度は、学校創立７０周年です。この記念すべき年に入学してきた４０名（男子５名含む）の学生達が、

看護師を目指した時の心を持ち、学び続けられるよう支援していきたいと思います。

第７０回生　入学式第７０回生　入学式職場紹介　「看護部」職場紹介　「看護部」職場紹介　「看護部」職場紹介　「看護部」職場紹介　「看護部」職場紹介　「看護部」

　令和４年４月１日、弘前総合医療センターが開院しました。外来の建物が新しく

なり、２つの病棟が開棟しました。新採用者に加え、弘前市立病院から異動された

スタッフのみなさんもお迎えし、日々看護部スタッフも共に奮闘中です。まだまだ

慣れない中、患者様方にはご不便をおかけしている部分もありますが、みんなで力

を合わせ創意工夫しながら患者様をお迎えしています。

　新たに地域医療支援病院としての役割を担い、今まで以上に地域のみなさまに信

頼される病院となるよう努めなければという思いです。病院理念の「良質かつ適切

な医療を行う」「安心・安全な医療」に向け、看護職としての役割をスタッフ一丸となっ

て、一つ一つ丁寧に対応かつ解決しながら進めてまいります。「患者様に気遣いと配慮」、そして「確かな

看護の提供」に向け、看護部スタッフ一同、病院職員のみなさんと力を合わせて新病院とともに大きく成

長できるよう頑張ってまいります。



新棟の外来受診について（お知らせ）新棟の外来受診について（お知らせ）新棟の外来受診について（お知らせ）新棟の外来受診について（お知らせ）新棟の外来受診について（お知らせ）新棟の外来受診について（お知らせ）

　当院は令和４年４月より、新中核病院「弘前総合医療センター」として運営を開始しました。初診及び

再診時の手続き等については、以下の通りとなりますのでお知らせいたします。

 初診の場合

　紹介状をお持ちの場合、指定された時間に遅れないように保険証、診察券及びお薬手帳（お持ちの場合）

を持参のうえご来院ください。

　なお、紹介状なしで受診される場合、緊急その他やむを得ない事情を除き、診療費とは別に選定療養費

として一定額の負担が義務付けられます。

選定療養費

 　　　　　　　　　　　　　　　医科　　　　　　　　　 歯科

　　　　　　　初　診　　　　　５，５００円（税込）　　３，３００円（税込）

　　　　　　　再　診（※）　　 ２，７５０円（税込）　　１，６５０円（税込）

※他の病院又は診療所に対して文書による紹介を行う旨の申出を行ったにもかかわらず、当院を

受診した場合（受診の都度）

 再診の場合

　ご来院されましたら診察券を再来受付機に入れて受付を行っていただきますと、「受診票」が印刷され

ます。受診票には行き先（例：外来Ａ、外来Ｂ　等）が記載されていますのでご確認のうえ、再来受付機

に備え付けのクリアファイルに受診票を入れて、各外来の受付へクリアファイルごとお出しください。

 新型コロナウイルス対応について

　現在、新型コロナウイルス感染拡大予防のため、発熱や風邪症状の有無等について患者、付き添いの方

共にチェックシートへご記入いただいております。ご理解ご協力をお願いいたします。

 診察券について

　「弘前病院」と記載されてある古い診察券はご利用可能ですが、会計時に新しい診察券（弘前総合医療

センターと記載されたもの）と交換させていただきます。

　なお、外来診療の受付の流れは次のとおりですのでご参照ください。

新たな初期研修医を迎えて新たな初期研修医を迎えて新たな初期研修医を迎えて新たな初期研修医を迎えて新たな初期研修医を迎えて新たな初期研修医を迎えて

　今回基幹型施設して１０名の新たな初期研修医を迎えることとなりました。

　２年次の５名と合わせて１５名の初期研修医が集うこととなります。

　後期専攻医も含め、この地域において、世代間のギャップが解消されつつある大変喜ばしい状況となり

つつあります。

　ここ弘前を中心とした津軽地域において、当院は研修教育施設として大学と連携しつつも、専門的であ

るよりは、より総合的・全人的な医療、より地域に密着した形での医療を行うことが求められております。

　後期研修医制度が専門性の高い研修であるのに対して、それ以前の卒後２年間が初期研修医制度であり、

初期対応、救急医療の研鑽を積むことが指針として示されています。

　本年は新中核病院として救急科などの診療科の増設を含め、新たな船出の年となります。

　教育研修の場として、指導医も含め互いに切磋琢磨し、全員一丸となってよりよい医療を提供できるよ

う努力して参る所存です。

　皆様方のご理解・ご支援のほど宜しくお願い申し上げます。 臨床研究部長：石黒　陽臨床研究部長：石黒　陽

専門職：南舘　良英専門職：南舘　良英

(　※写真撮影のためマスクを外しております　)



新棟の外来受診について（お知らせ）新棟の外来受診について（お知らせ）新棟の外来受診について（お知らせ）新棟の外来受診について（お知らせ）新棟の外来受診について（お知らせ）新棟の外来受診について（お知らせ）

　当院は令和４年４月より、新中核病院「弘前総合医療センター」として運営を開始しました。初診及び

再診時の手続き等については、以下の通りとなりますのでお知らせいたします。

 初診の場合

　紹介状をお持ちの場合、指定された時間に遅れないように保険証、診察券及びお薬手帳（お持ちの場合）

を持参のうえご来院ください。

　なお、紹介状なしで受診される場合、緊急その他やむを得ない事情を除き、診療費とは別に選定療養費

として一定額の負担が義務付けられます。

選定療養費

 　　　　　　　　　　　　　　　医科　　　　　　　　　 歯科

　　　　　　　初　診　　　　　５，５００円（税込）　　３，３００円（税込）

　　　　　　　再　診（※）　　 ２，７５０円（税込）　　１，６５０円（税込）

※他の病院又は診療所に対して文書による紹介を行う旨の申出を行ったにもかかわらず、当院を

受診した場合（受診の都度）

 再診の場合

　ご来院されましたら診察券を再来受付機に入れて受付を行っていただきますと、「受診票」が印刷され

ます。受診票には行き先（例：外来Ａ、外来Ｂ　等）が記載されていますのでご確認のうえ、再来受付機

に備え付けのクリアファイルに受診票を入れて、各外来の受付へクリアファイルごとお出しください。

 新型コロナウイルス対応について

　現在、新型コロナウイルス感染拡大予防のため、発熱や風邪症状の有無等について患者、付き添いの方

共にチェックシートへご記入いただいております。ご理解ご協力をお願いいたします。

 診察券について

　「弘前病院」と記載されてある古い診察券はご利用可能ですが、会計時に新しい診察券（弘前総合医療

センターと記載されたもの）と交換させていただきます。

　なお、外来診療の受付の流れは次のとおりですのでご参照ください。

新たな初期研修医を迎えて新たな初期研修医を迎えて新たな初期研修医を迎えて新たな初期研修医を迎えて新たな初期研修医を迎えて新たな初期研修医を迎えて

　今回基幹型施設して１０名の新たな初期研修医を迎えることとなりました。

　２年次の５名と合わせて１５名の初期研修医が集うこととなります。

　後期専攻医も含め、この地域において、世代間のギャップが解消されつつある大変喜ばしい状況となり

つつあります。

　ここ弘前を中心とした津軽地域において、当院は研修教育施設として大学と連携しつつも、専門的であ

るよりは、より総合的・全人的な医療、より地域に密着した形での医療を行うことが求められております。

　後期研修医制度が専門性の高い研修であるのに対して、それ以前の卒後２年間が初期研修医制度であり、

初期対応、救急医療の研鑽を積むことが指針として示されています。

　本年は新中核病院として救急科などの診療科の増設を含め、新たな船出の年となります。

　教育研修の場として、指導医も含め互いに切磋琢磨し、全員一丸となってよりよい医療を提供できるよ

う努力して参る所存です。

　皆様方のご理解・ご支援のほど宜しくお願い申し上げます。 臨床研究部長：石黒　陽臨床研究部長：石黒　陽

専門職：南舘　良英専門職：南舘　良英

(　※写真撮影のためマスクを外しております　)



まほろば

生命と人権を尊重し、良質かつ適切な医療を行います。

まほろば
◆外来医師診療一覧表 (令和４年６月１日～)

外来診療一覧外来診療一覧

2022

第234号

2022

第234号

※ 学会、出張などにより担当医師が替わる場合があります。※ 学会、出張などにより担当医師が替わる場合があります。

※ セカンドオピニオン外来は第２・第４木曜日の１４時～１６時です。※ セカンドオピニオン外来は第２・第４木曜日の１４時～１６時です。

※ 循環器内科、石田医師の診察は１３時～１６時です。※ 循環器内科、石田医師の診察は１３時～１６時です。

※ 小児科の午前診療受付は１０時３０分までとなります。※ 小児科の午前診療受付は１０時３０分までとなります。

※ 大熊医師の診察は１４時～１６時です。※ 大熊医師の診察は１４時～１６時です。

※ 産褥健診は１１時３０分～１２時です。※ 産褥健診は１１時３０分～１２時です。

※ 眼科の診察は９時３０分からとなります。※ 眼科の診察は９時３０分からとなります。

〒036-8545　弘前市大字富野町１番地
ＴＥＬ０１７２－３２－４３１１
ＦＡＸ０１７２－３３－８６１４
ＵＲＬ http://hirosaki.hosp.go.jp/

発行元

責任者：副院長　小田桐　弘　毅

独立行政法人国立病院機構
Hirosaki General Medical Center 弘前総合医療センター弘前総合医療センター

お知らせ

患者相談窓口

編集委員会より

『患者相談室』のＭＳＷ(メディカルソーシャルワーカー)が対応していますので、お気軽にお尋ね下さい。

　当院の広報誌『まほろば』は、地域に信頼され、納得の医療で地域に貢献しつつ、地域と協働して歩む病院

づくりを目指し、地域の方々を対象に編集しております。皆さまから病院に対して『不安なことや不満足な

こと』『ご批判やご指摘』また、『お褒めのことば』を職員一同お待ちしております。

HirosakiGeneral MedicalCenter

HirosakiGeneral MedicalCenter

第７０回生　入学式第７０回生　入学式第７０回生　入学式第７０回生　入学式第７０回生　入学式第７０回生　入学式第７０回生　入学式第７０回生　入学式

教育主事：内山　恵吏子教育主事：内山　恵吏子

看護部長：鈴木　由美子看護部長：鈴木　由美子

月
加 藤 　 武
渋 谷 剛 一
和 島 将 太
手 術 ／ 検 査
亀 山 悠 子
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人
気 管 支 鏡
松 木 明 彦
五十嵐　崇　徳
澤 谷 　 学

石 黒 　 陽
樋 口 直 樹
前 田 紘 子
相 原 智 之
高 橋 一 徳
中 野 咲 季

石 黒 彩 子
石黒彩子/前田紘子
山 口 公 平
間 山 　 恒
村 上 　 宏
村 上 　 洋
敦 賀 和 志
岡 本 　 剛
藤 岡 彩 夏
敦 賀 和 志
佐藤　啓/千葉智子
藤岡彩夏/小原玲音
柴 田 　 滋
小笠原　宏　一
對馬敬夫/畑中　亮
小田桐　弘　毅
鈴 木 貴 弘
横 井 克 憲
引 地 浩 基
大 熊 洋 揮
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
小 西 　 栄

検 査

横 田 　 恵
當 麻 絢 子
杉 本 里 奈
手術/ 1 2週妊娠健診
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
清水目　奈　美
内 視 鏡 外 来
岩 崎 宏 貴
田名部　貴　博
中 村 吉 秀
陳 　 俊 輔

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

佐々木　幸　雄
佐々木幸雄/藤田環/坂下仁菜
佐々木幸雄/藤田環/坂下仁菜

和 島 将 太
木 村 嘉 宏

手 術 ／ 検 査

石 岡 佳 子
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人
　 － 　
相 原 智 之
五十嵐　崇　徳
高橋一徳/中野咲季

石 黒 　 陽
五十嵐　正　美
五十嵐　正　美
澤 谷 　 学

中 野 咲 季
樋 口 直 樹
松 木 明 彦
石 黒 彩 子
石 黒 彩 子
間 山 　 恒
山 口 公 平
村 上 　 宏
村 上 　 洋
佐 藤 　 工
千 葉 智 子
小 原 玲 音
佐 藤 　 工
野村由美子/敦賀和志
佐藤　啓/岡本　剛/小原玲音
赤 坂 治 枝
堤 　 伸 二
對馬敬夫/畑中　亮
小田桐　弘　毅
鈴 木 貴 弘
　 － 　
清 野 祐 輔
　 － 　
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
検 査

岩 村 大 径
小 西 　 栄
當 麻 絢 子
丹 藤 伴 江

手術/超音波外来/婦人科健診外来
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
清水目　奈　美
嚥下内視鏡外来
秋 元 博 之
田名部　貴　博
中 村 吉 秀
陳 　 俊 輔

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

佐々木　幸　雄
佐々木幸雄/藤田環/坂下仁菜
佐々木幸雄 / 藤田環

加 藤 　 武
和 島 将 太

手 術 ／ 検 査
亀 山 悠 子
中 川 英 之

下　山　亜矢子
田 中 佳 人
気 管 支 鏡
相 原 智 之
松 木 明 彦
澤 谷 　 学

高 橋 一 徳
五十嵐　正　美
五十嵐　正　美

五十嵐　崇　徳
中 野 咲 季
樋 口 直 樹

石 黒 　 陽
前 田 紘 子

間 山 　 恒
村 上 　 宏
村 上 　 洋
敦 賀 和 志
佐 藤 　 啓
千 葉 智 子

柴 田 　 滋
堤 　 伸 二
　 － 　
小田桐　弘　毅
鈴 木 貴 弘
横 井 克 憲
　 － 　
木 村 正 英
　 － 　
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査

手 術

杉 本 里 奈
丹 藤 伴 江
門ノ沢　結　花
手 術 / 検 査
手 術
手 術

秋 元 博 之
福 徳 達 宏
岩 崎 宏 貴
陳 　 俊 輔

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

佐々木幸雄 / 川口英夫（午後）
佐々木幸雄/藤田環/坂下仁菜
佐々木幸雄 / 藤田環
杉　本　菜穂子

加 藤 　 武
木 村 嘉 宏

手 術 ／ 検 査
亀 山 悠 子
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子

　 － 　
松 木 明 彦
五十嵐　崇　徳
高 橋 一 徳

石 黒 　 陽
中 野 咲 季
前 田 紘 子
相 原 智 之
澤谷　学（午後）

樋 口 直 樹
飯　野　　　勢
石 黒 彩 子
石黒彩子/前田紘子
間 山 　 恒
山 口 公 平
村 上 　 宏
村 上 　 洋
佐 藤 　 工
岡 本 　 剛
小 原 玲 音
杉 本 和 彦
伊東竜也/品川友江
敦賀和志/千葉智子/藤岡彩夏
赤 坂 治 枝
小笠原　宏　一
對馬敬夫/畑中　亮
小田桐　弘　毅
鈴 木 貴 弘
横 井 克 憲
清 野 祐 輔
　 － 　
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
検 査

小 西 　 栄
岩 村 大 径

妊 婦 健 診

蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
長 岐 孝 彦
ＣＰＡＰ外来（第1・3週）
若 本 　 諒
福 徳 達 宏
中 村 吉 秀

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐
小林　恒（隔週）
佐々木　幸　雄
佐々木幸雄/藤田環/坂下仁菜
佐々木幸雄 / 坂下仁菜

佐 藤 　 温

花 田 賢 二
木 村 嘉 宏

手 術 ／ 検 査
亀 山 悠 子
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人
　 － 　
相 原 智 之
松 木 明 彦
樋 口 直 樹
高畑武功（隔週）
石 黒 　 陽
五十嵐　正　美
五十嵐　正　美
澤 谷 　 学
五十嵐　崇　徳

高 橋 一 徳
山　口　佐都子
石 黒 彩 子
中野咲季/石黒彩子
山 口 公 平
　 － 　
村 上 　 宏
村 上 　 洋
杉 本 和 彦
佐 藤 　 啓
藤 岡 彩 夏
佐 藤 　 啓
品 川 友 江

柴 田 　 滋
梅 津 誠 子
對馬敬夫/畑中　亮
小田桐　弘　毅
鈴 木 貴 弘
横 井 克 憲
清 野 祐 輔
大 熊 洋 揮
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
岩 村 大 径

検 査

横 田 　 恵
門ノ沢　結　花

手 術
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
清水目　奈　美
嚥下内視鏡外来
秋 元 博 之
福 徳 達 宏
若 本 　 諒
岩 崎 宏 貴
藤田彩香（午後）
手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

佐々木幸雄 / 川口英夫（午後）
佐々木幸雄/藤田環/坂下仁菜
佐々木幸雄 / 坂下仁菜

火 水 木 金診 療 科
循 環 器 内 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

血 液 内 科

小 児 科

消 化 器 外 科

乳 腺 外 科
呼 吸 器 外 科

形 成 外 科
脳 神 経 内 科

眼 科

救 急 科

脳 神 経 外 科

糖尿病・内分泌内科

区 分
午 前

午 後
午 前

検 査

午 後

内視鏡

皮 膚 科

泌 尿 器 科

産 婦 人 科

耳 鼻 咽 喉 科

歯 科 口 腔 外 科

特殊外来（予約）

放 射 線 科

整 形 外 科 ・
リハビリテーション科

超音波
午 前
午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 後
午 前

午 後
午 前

午 前

午 前

午 前

治 療
診断（午前）

女性専用外来
セカンドオピニオン

診断（午後）

リハビリテーション科

午 前

午 後

午 後

午 後

午 後

午 後

　４月７日、本校講堂において７０回生の入学式が挙行

されました。今年の式典は、入学生と保護者 1名、学校長、

事務部長、看護部長、学校職員の出席で執り行いました。

　学校長 大熊洋揮先生からは、「看護師を目指した時の

心を持ち続ければどんな困難にも打ち勝つこと、人の命

を救う職業に就くことを夢に描いて看護師の道を志望し

たこと、それは自己犠牲を厭わず人の役に立ちたいとい

う人間として最も崇高な心であること、その心を維持す

る限りどのような迷いも逡巡も惰性も怠慢も無縁なもの

として歩むことができる」とお言葉をいただきました。不安と希望を胸に入学してきた学生達にとって前

に進む大きな力になったと感じました。

　今年の入学生からカリキュラムが改正になりました。今の医療を取り巻く状況を反映し、臨床判断や

ＩＣＴ、地域で看護を実践する能力が求められています。また病院はこの４月、地域の中核病院である弘

前総合医療センターとして開院し大きな役割を担い期待されています。地域医療に貢献できるよう尽力し

ていきたいと思っています。

　今年度は、学校創立７０周年です。この記念すべき年に入学してきた４０名（男子５名含む）の学生達が、

看護師を目指した時の心を持ち、学び続けられるよう支援していきたいと思います。

第７０回生　入学式第７０回生　入学式職場紹介　「看護部」職場紹介　「看護部」職場紹介　「看護部」職場紹介　「看護部」職場紹介　「看護部」職場紹介　「看護部」

　令和４年４月１日、弘前総合医療センターが開院しました。外来の建物が新しく

なり、２つの病棟が開棟しました。新採用者に加え、弘前市立病院から異動された

スタッフのみなさんもお迎えし、日々看護部スタッフも共に奮闘中です。まだまだ

慣れない中、患者様方にはご不便をおかけしている部分もありますが、みんなで力

を合わせ創意工夫しながら患者様をお迎えしています。

　新たに地域医療支援病院としての役割を担い、今まで以上に地域のみなさまに信

頼される病院となるよう努めなければという思いです。病院理念の「良質かつ適切

な医療を行う」「安心・安全な医療」に向け、看護職としての役割をスタッフ一丸となっ

て、一つ一つ丁寧に対応かつ解決しながら進めてまいります。「患者様に気遣いと配慮」、そして「確かな

看護の提供」に向け、看護部スタッフ一同、病院職員のみなさんと力を合わせて新病院とともに大きく成

長できるよう頑張ってまいります。


